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議題名： 開発協力における性的搾取・虐待及びセクシャルハラスメントからの保護に関す

る取組 
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 氏名： 岡田 恵子  

 所属： 外務省 国際協力局 審議官（ＮＧＯ担当大使） 

 

 

【議題提案の背景】 

近年、開発及び人道支援分野における性的搾取・虐待及びセクシャルハラスメント（SEAH）の

問題への国際的関心が高まっている。我が国としても、援助セクターにおけるSEAHは許容できな

いものであり、そのためには、被害者の救済と問題発生の予防措置が重要と認識している。

SEAH の問題には、他ドナー、国際機関、国内援助実施機関、市民社会等、国内外の様々なパー

トナーと連携・協力しながら取り組んでいく必要があり、これらのパートナーとの連携しつつ、各取

組を進めているところである。 

昨年８月の第1回連携推進委員会でＮＧＯから提起された関連の議題の論点も踏まえつつ、開

発協力におけるＳＥＡＨの防止と対応を進めるための方策を外務省側でも検討してきた。 

 

 

【議題論点】（連携推進委員会で報告・議論したい点） 

ＳＥＡＨの防止と対応に係る日本政府の姿勢が見えづらいという NGO 側の指摘を踏まえて、外

務省ホームページの内容を更新し、ＳＥＡＨの問題に関する政府の基本的な考え方を明記したが、

今後とも、日本のNGOと協力しつつ、開発協力分野におけるＳＥＡＨの防止と対応を進めていきた

い。具体的には、日本ＮＧＯ連携無償資金協力（Ｎ連）や外務省が実施している各種取組におい

て、関連の内容を盛り込んでいくことを検討していきたい。 
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